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執筆要領（案） 

 

 

1. 原稿の様式： 

1-1. 原稿はワープロで A4用紙に横書き（一段組）とする． 

1-2. 教育研究委員会ホームページより投稿用フォームをダウンロードし使用すること．

（http://www.am.nagasaki-u.ac.jp/edu_re/staff/kiyou/） 

 

投稿票記載事項： 

原稿種類（原著等），論文名（表題），著者名，所属，キーワード（5 項目以内），ランニングタイトル，

英文タイトル・英語著者名（英文目次のために必要），英語所属，投稿論文責任者氏名および連

絡先（所属機関，所在地，電話番号，Fax番号，電子メールアドレス），原稿枚数 

  

1-3. 原稿は，原則として，要旨（500字以内），本文，文献，図表説明，図表によって構成される． 

原著論文の要旨は，「緒言（目的）」「方法」「結果」「結論」の内容を含むこと．  

1-4. 和文原稿は，原則として，横書き 40字×25行として作成する． 

1-5. 英文原稿は，原則として，ダブルスペース，フォントサイズ 12ポイントで作成すること． 

1-6. 和文原著は，さらに英文要旨（300 words以内），英文所属，英文キーワードが必要． 

1-7. 英文原著は，英文要旨（300 words以内）および和文要旨（500字以内）をつけること． 

1-8. 和文・英文共に，症例報告および資料には，原著に準じて要旨をつけること．活動報告および

その他の原稿については，必要に応じて適宜判断する． 

1-9. 投稿原稿には、要旨および本文に通しページ番号および行番号を付すこと． 

 

2. 原稿の字数（文献，図表を含めた字数）： 

原著：和文 16,000字以内，英文 8,000 words以内 

症例報告：8,000字以内 

活動報告・資料・その他：症例報告に準ずる 

図表は，刷り上がり 1/4頁大のもの 1個を 400字詰め原稿用紙 1枚として換算する 

 

3. 記載方法： 

  外国語の人名，地名など固有名詞は原語のままか，カタカナとする． 

  算用数字を用い，度量衡単位は CGS単位でm，mm，mm
3，l，dl，ml，kg，g，mg等とする． 

 

4. 写真，図，表：できる限り原寸大とし，原則として合計 10以内とする．写真，図，表には表題と説明

をつける．写真は原則として白黒とする． 

 

5. 脚注： 

原則として本文に関する脚注はつけないこと．必要な内容は本文中に記載すること． 

 

http://www.am.nagasaki-u.ac.jp/edu_re/staff/kiyou/
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6. 文献： 

6-1. 本文中に引用したもののみをあげ，本文中に文献番号を肩番号として付ける．本文中には，当

該箇所に文献番号を記載すること（バンクーバースタイル）． 

6-2. 原則として，特殊な報告書や私信等，一般に入手・閲覧不可能な資料は文献としての引用を

差し控えること．ただし，論文の内容により，出典の検索・入手が困難であっても，海外の貴重

なローカル資料や歴史的資料等から引用する必要がある場合には，この限りではない． 

6-3. インターネットのサイトは，雑誌，書籍で適切な資料が得られない場合に限り，文献として使用

することを認める． 

 

7. 文献の記載方法: 

  a. 雑誌：  

著者名（全員）：表題．雑誌名（正式略名），巻:頁（始-終頁）, 発行年（西暦）. 

例 1）名取礼二，酒井敏夫：萎縮を惹き起こす過程について．日生理誌， 23:461-475, 1985. 

例 2）Dawkins RL, O'Reilly C, Grimsley G, Zilko PJ: Myasthenia gravis, The role of 

immunodeficiency. Ann NY Acad Sci, 274:461-467, 1976. 

※DOIがある場合には，末尾に DOIを記載する． 

  b. 書籍：  

著者名（全員）：書名，発行所名，発行地，発行年，（巻数）：引用頁． 

例 1）尻子富士郎：老化，医学書院，東京，1974，147-154． 

例 2）Block S, Kriger HP: The Basis of Clinical Neurology, 8th ed, Williams & Wilkins, 

Baltimore, 1963:63-75. 

  c. 編著：  

著者名（全員）：表題．書名，編集者名，発行所名，発行地，発行年，（巻数）：引用頁． 

例 1）佐野勇：Parkinson病．脳疾患の最近の進歩，時実利彦編，新宿書房，東京，1974：

99-123． 

例 2）Siegel IM: Orthopedic correction of musculoskeletal deformity in muscular dystrophy 

in Advances. in Griggs RC, Moxley RT (eds.), Neurology, Vol 17, Raven Press, New 

York, 1973:343-364. 

d. インターネット上のウェブサイト：  

著者名・機関名：表題（サイト名），URL，アクセス年月日． 

例 1）厚生労働省：平成 25年国民生活基礎調査の概況．厚生労働省，

http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa13/index.html （2014年 10月

25日アクセス） 

例 2）World Health Organization: Global strategy to reduce harmful use of alcohol. World 

Health Organization, http://www.who.int/substance_abuse/activities/gsrhua/en/ 

(accessed October 25, 2014) 

 

8. 投稿方法： 

「投稿規程」の「7. 論文の提出先と手順」を参照のこと 

http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa13/index.html
http://www.who.int/substance_abuse/activities/gsrhua/en/

